
 

 

 

 

 

 

 

 

 

さかなクンは魚好き 
 みなさんさかなクンって知っていますか？彼の肩書は 

  ●東京海洋大学名誉教授 

  ●２０１０年に絶滅したとされていた“クニマス”を 

    発見し、天皇陛下から名指しで感謝される 

  ●２０１２年に海洋立国推進功労者として 

『内閣総理大臣賞』を受賞 

  ●“渚の駅”たてやまの名誉駅長 

すごい経歴ですね！今日はこんな彼の学生時代のエピソードを紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさん好きなことはありますか？（勉強しなくていいとは言ってませんよ(￣―￣)ﾆﾔﾘ） 
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小学２年生のある日、当時はまだタコを知らなかったさかなクンは「本当にこんなか

わいい生き物がいるんだ！」と友達のいたずら書きに大感動！！その日から、休み時

間には図書館でタコの図鑑を読みあさり、放課後は魚屋に行ってはタコの吸盤の

数を数え、夕食ではお母さんに協力してもらい１ヶ月間ずっとタコ料理三昧。すっか

りさかなクンはタコのとりこになってしまいました。同級生によると「授業中に机の

中に手を入れてゴソゴソしていたので見てみると魚のはく製をなでていました。」 

 

魚の絵が大好きで図工だけが得意だったさかなクンはその他の教科はとても苦

手。授業中も魚の絵ばかり描いていたので、母親が担任の先生に呼ばれました。 

この子は問題児だと言う担任の先生に母親はこう言ったそうです。 

「あの子は魚が好きで、絵を描くことが大好きなんです。だからそれでいいんです。 

成績が優秀な子がいればそうでない子もいて、だからいいんじゃないですか。みん

ながみんないっしょだったら先生、ロボットになっちゃいますよ。」 


